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Ⅰ．目的
　体育科における課題として、①運動する子どもとそうでない子どもの二極化、②子どもの体
力の低下傾向が依然深刻、③運動への関心や自ら運動する意欲、各種の運動の楽しさや喜び、
その基礎となる運動の技能や知識など、生涯にわたって運動に親しむ資質や能力の育成が十分
に図られていない例も見られること、④学習体験のないまま領域を選択しているのではないか
という点が挙げられる。（中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援
学校の学習指導要領等の改善について」2008）
　2008年に改訂された学習指導要領において、体育科改善の基本方針として、指導内容の体系
化を図り、小学校から高校までの12年間を発達段階のまとまりに分けて考慮されている。具体
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　大学への進学率が41％に到達し、生涯スポーツの一環として、高等教育機関の体育のあり方
に注目していく必要がある。最終教育機関としての大学の体育を生涯スポーツにつなげていく
ために、大学体育に何が求められるのかについて検討する必要があるものと考える。そこで、
体育授業の現状を明らかにするとともに、生涯に渡りスポーツに親しむ資質や能力を大学体育
でどのように培っていくことができるのかについて、授業終了後に学生にアンケート調査を実
施し、授業雰囲気尺度と学習意欲尺度の観点から、考究した。
　授業雰囲気尺度の平均点の推移をみると、全体的に右上がりになっていることから、授業環
境において良い雰囲気になっていったと言える。
　学習意欲尺度の平均点の推移をみると、積極性因子得点が、4.4前後と高い値を保持している
ことから高い学習意欲があり、客観性因子得点では、学期の後半に右上がりになっていること
から学習意欲が授業回数を重ねる度に向上している。
　授業雰囲気と学習意欲との関係では、成功する雰囲気が積極性の学習意欲に影響を与えてい
ることから、できるという雰囲気のもとでは、学習意欲に積極性を増す傾向にあると言える。
　雰囲気調査に用いたGA（group atmosphere）尺度は企業用に用いられ、学習意欲調査に用いた
ものは小学校、中学校、高等学校用に用いられたものを本研究に使用し、ある一定の結果を導
き出すことができたが、大学の授業用の雰囲気測定や学習意欲測定を研究しいていく必要があ
る。
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的には、小学 1年生から 4年生までを「さまざまな基本的な動きを身につける時期」、小学 5
年生から中学 2年生までを「多くの領域の運動を体験する時期」、中学 3年生から高校 3年生
までを「少なくとも一つの運動を選び、継続することができるようにする時期」とし、それら
発達段階のまとまりを考慮し、内容の系統化を図るというものである小学校から高校までの12
年間の（保健）体育の授業を通じ、生涯スポーツ社会の形成者を育むという明確な方向性が指
し示されたものと考えられる。
　他方で、高校を卒業してからの進学率状況をみると、大学・短期大学・高等専門学校・専門
学校への進学率が70％を超えている。また、大学への進学率のみに目を向けてみると41％に到
達している。（文部科学省「学校基本調査」）
　生涯スポーツの一環として、高等教育機関への進学率が向上している現状から高等教育機関
の体育のあり方にも注目していく必要がある。最終教育機関としての大学の体育を生涯スポー
ツにつなげていくために、大学体育に何が求められるのかについて検討する必要があるものと
考える。
　大学体育に関する先行研究をみると、文部科学省が導入している新体力テストを通して、受
講学生の体力・運動能力に関する研究（池辺　2010）、トランポリン運動を教材に学生の身体
状況を通して、受講学生の身体知の獲得に関する研究（福地　2010）、「できないこと」はどの
ようにして「できること」に変化するのかをカスケード・ジャグリンを通して、個別の運動能
力の獲得過程を明らかにした研究（田中、小河原　2010）、先行研究及び授業実践を通して、
大学体育の役割や可能性に関する研究（荒牧　2010）、「体育理論」と「バレーボールにおける
運動技能」を通して、生涯スポーツに対して知識・能力がどのように形成するに関する研究（水
月、笠井、西田、柿原、則元、　2009）、大学体育におけるキャリアプランニングの実践に関す
る研究（三木、三波　2010）、さらには、教育実習の事前・事後指導を通して、より好ましい
附属校との連携に関する研究（宮崎　2010）などがある。
　大学体育が生涯スポーツに資する能力の育成がどのように機能するかという本研究の目的に
近い研究としては、学体育が日常の身体活動量およびメンタルヘルスに及ぼす影響を明らかに
した研究（山津、堀内　2010）、および、長期的な感情または運動セルフ・エフィカシーが、
大学体育授業における運動の継続と心理学的恩恵にもたらす影響に関する研究（荒井　2010）
をあげることができる。両研究とも大学体育が卒業後の行動に一定の影響をもたらす可能性を
示唆する研究ではあるものの、運動の楽しさや大学体育のクラスの雰囲気に焦点を当てたもの
ではない。
　小学校生、中学校生を対象に体育授業の雰囲気について研究が多数されているが、大学生を
対象にされていないこと、また、授業雰囲気の構造変化を追究し、授業雰囲気がどのように学
習意欲に影響を与えるかを解明した結果に本研究の独自性が保持されるものと考える。
　そこで、本研究では、①体育授業の現状を集団雰囲気と学習意欲の観点から明らかにすると
ともに、②生涯に渡りスポーツに親しむ資質や能力を大学体育でどのように培っていくことが
できるのかについて考究していくこととする。
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Ⅱ．方法
 1 ．調査対象：教育学部大学生（男子学生　19名、女子学生　21名）
 2 ．調査内容：第 2回から第14回まで、毎回アンケート調査を実施した。
 3 ．授業内容
（1）授業期日：（2009年 9 月18日～ 2010年 1 月 8 日）
（2）場　　所：大阪府Ｓ大学
（3）授業概要
　①授業区分（選択）
　②種目選択の過程：「サッカー」「卓球」「生涯スポーツ」の内、本研究において「生涯ス

ポーツ」選択した学生を対象とした。
　③授業目的：各々の能力を駆使し、他の学生と旨くコミュニケーションをとり、上手にゲー

ムを展開していけることを目的とする。
　④授業の流れ
　　　第02講義　ドッジボール
　　　第03講義　ドッジボールとバレーボール
　　　第04講義　鬼ごっことドロケン
　　　第05講義　タッチラグビー
　　　第06講義　タッチラグビー
　　　第07講義　サッカー
　　　第08講義　バレーとバスケットボール
　　　第09講義　サッカー
　　　第10講義　ソフトボール
　　　第11講義　バレーボールとバスケットボール
　　　第12講義　バレーボールとバスケットボール
　　　第13講義　バレーボール
　　　第14講義　バレーボール
（4）調査方法
　授業終了後に学生にアンケート調査を実施した。
 4 ．調査項目
（1）授業の雰囲気
　雰囲気は、組織内でのリーダーシップと状況好意性についてFiedler（1967）がコンテンジェ
ンシー理論を実証した際に使用した「集団雰囲気（GA）尺度」（野中郁次郎、加賀野忠男、小
松陽一、奥村昭博、坂下明宣「組織現象の理論と測定」、千倉書房、1978）を改良した。集団
雰囲気（GA）尺度は10項目 8尺度で測定することができる。しかし、企業用に作成され、抽
象的な表現であったため、学校における授業用に転用できるように、10項目を授業に用いられ
る言葉に変換し、8点尺度を 5点尺度に変更した。
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（2）学習意欲
　西田の「体育における学習意欲検査（AMPET）の標準化に関する研究」（1988）では、56項
目 7因子（実際は64項目 8因子）で調査されていた。この研究に基づいて先行研究では、毎時
間ごとにアンケート調査を実施すること、また、アンケートに記入する時間と記入者の労力の
ことを考えた上で、7因子の因子負荷量が高い上位二つを取り上げ14項目のアンケート作成し

図１－１
出典：千倉書房「組織現象の理論と測定」、1983、238 項

図１－２　本研究に用いた授業雰囲気の調査項目
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た。
　SPSSの分析後、固有値1.881、累積寄与率64.422において、因子負荷量0.4以上の項目を取り
上げた結果、2因子10項目が残った。
　この10項目を今回の学習意欲の調査測定することにした。

Ⅲ．結果
 1 ．授業における雰囲気
（1）集団雰囲気（GA）尺度による授業雰囲気の推移
　雰囲気尺度において各雰囲気別に推移を見てみた。

　友好的な雰囲気の推移についてみてみると、第 3日目（ドッジボールとバレーボール）、第
9日目（サッカー）に友好的な雰囲気の平均値が低下したものの、おおよそ右上がりの結果と
なっている。
　第 3日目は、授業の前半は 2回目のドッジボールと後半はバレーボールをおこなった。前回
に続いてドッジボールだったので、ドッジボールをすることに学生は飽きてきて、お互いのコ
ミュニケーション不足が生じたと思われる。このことが、友好的な雰囲気の平均値が低下した
要因の一つと考えられる。
　第 9日目は室外で授業を行った。第 9日目前後は、冬学期ということから室内で授業を展開
していた。冬学期に履修した学生は、屋外で授業をするより屋内で授業をすることを好んでい
た。第 9日目は、晴天だったことから屋外で授業をしたところ、学生が進んで授業に参加せず
に、お互いのコミュニケーション不足が生じたと思われる。このことが、友好的な雰囲気の平
均値が低下した要因の一つと考えられる。
　受容的な雰囲気の推移についてみてみると、第 9日目（サッカー）に受容的な雰囲気の平均

図２　雰囲気の推移
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値が低下したものの、おおよそ右上がりの結果となっている。
　受容的な雰囲気とは、自分を受け入れてくれる雰囲気の意味を指す。つまり、学生同士のコ
ミュニケーションがとれている状況が必要である。しかし、友好的な雰囲気の第 9日目と同様
に、屋内で授業展開するより屋外で授業展開した方が、学生が進んで授業に参加せずに、お互
いを認め合い、仲間を受け入れることができなかったと思われる。このことが、受容的な雰囲
気の平均値が低下した要因の一つと考えられる。
　満足させる雰囲気の推移についてみてみると、あまり起伏がなく、おおよそ右上がりの結果
となっている。
　熱烈な雰囲気の推移についてみてみると、第 5日目（タッチラグビー）及び、第10日目（ソ
フトボール）に熱烈的な雰囲気の平均値が低下したものの、おおよそ右上がりの結果となって
いる。第 5日目は、今まであまり経験のないスポーツを体験したことが主な原因であると思わ
れる。第 4日目までは、高校卒業するまでに個人に違いがあるにしろ経験したことのある競技
だったのが、今まで経験したことのないことをしたことがない競技だった。
　今まで経験した競技ならば競技のノウハウが分かっているので、勝負に集中することができ
る。しかし、経験のしたことのない競技は、ルールから学び始め、度々中断することがあった。
このことから、熱烈な雰囲気が生まれにくく、熱烈な雰囲気の平均値が低下した要因の一つと
考えられる。
　生産的な雰囲気の推移についてみてみると、第 6日目（タッチラグビー）に生産的な雰囲気
の平均値が低下したものの、おおよそ右上がりの結果となっている。
　第 6日目では、前回に引き続いて、2回目のタッチラグビーを題材に授業展開した。学生が
タッチラグビーを試行錯誤しながら、受け身で授業に参加していたために、生産的な雰囲気の
平均値が低下した要因の一つと考えられる。
　暖かい雰囲気の推移についてみてみると、第 3日目（ドッジボールとバレーボール）に暖か
い雰囲気の平均値が低下したものの、おおよそ右上がりの結果となっている。
　第 3日目は、授業の前半は 2回目のドッジボールと後半はバレーボールをおこなった。前回
に続いてドッジボールだったので、ドッジボールをすることに学生は飽きてきて、お互いを思
いやることがなくなったと思われる。このことが、温かい雰囲気の平均値が低下した要因の一
つと考えられる。
　協力的な雰囲気の推移についてみてみると、第 6日目（タッチラグビー）及び第12日目（バ
レーボールとバスケットボール）に協力的な雰囲気の平均値が低下したものの、おおよそ右上
がりの結果となっている。
　第 6日目では、前回に引き続いて、2回目のタッチラグビーを題材に授業展開した。タッチ
ラグビーが 2回目であって、個人プレーをおこなうには慣れてきたはいたものの、連携プレー
をおこなうまでは、あまりうまくできていなかった。このことが、協力的な雰囲気の平均値が
低下した要因の一つと考えられる。
　第12日目では、バレーボールとバスケットボールを授業の題材にして 2回目であった。バス
ケットボールでは、バスケットボールを得意とする学生のワンマンプレーが目立っていた。こ
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のことが、協力的な雰囲気の平均値が低下した要因の一つと考えられる。
　支持的な雰囲気の推移についてみてみると、第 6日目（タッチラグビー）及び第 9日目（サッ
カー）に支持的な雰囲気の平均値が低下したものの、おおよそ右上がりの結果となっている。
第 6日目では、前回に引き続いて、2回目のタッチラグビーを題材に授業展開した。タッチラ
グビーが 2回目であり、連携プレーがあまりうまくできなった。連携プレーができなかった要
因として、学生同士のフォローがうまくできなかったところにある。このことが、支援的な雰
囲気の平均値が低下した要因の一つと考えられる。
　第 9日目は室外で授業を行った。第 9日目前後は、冬学期ということから室内で授業を展開
していた。
　冬学期に履修した学生は、屋外で授業をするより屋内で授業をすることを好んでいた。第 9
日目は、晴天だったことから屋外で授業をしたところ、学生が進んで授業に参加せずに、お互
いを認め合い、仲間を受け入れることができなかったと思われる。このことが、支持的な雰囲
気の平均値が低下した要因の一つと考えられる。
　面白い雰囲気の推移についてみてみると、おおよそ右上がりの結果となっている。
　成功する雰囲気の推移についてみてみると、おおよそ右上がりの結果となっている。
　冬学期の時期に授業展開したため、授業の前半は屋外（グランド）において授業展開をし、
後半は屋内（体育館）において授業を展開した。このため、学生にとって授業環境が変わるこ
ととなった。
　このような授業環境の元で、雰囲気における下位尺度の推移を見てみると、第 3日目と第 6
日目に雰囲気得点が低下したものの、ほぼ右上がりとなり雰囲気得点の向上が見られた。この
ことから、後期の授業を通して、雰囲気が高まったと言える。つまり、学生にとってスポーツ
がしやすい環境が形成されたことを指す。この雰囲気得点の向上傾向が続けば、大学を卒業し、
生涯に渡りスポーツをする要因の一つとなると思われる。

（2）学習者属性にみた雰囲気得点の比較
　冬学期（13回）における「男子・女子」「あなたは運動することが好きですか」「あなたは体
育授業が好きですか」「あなたは種目が好きですか」「あなたは種目が得意ですか」「あなたは
部活に所属していますか」「私生活で運動することがありますか」「あなたは運動することが得
意ですか」別の対応のないｔ検定及び、ｎ数が少ないため、ノンパラメトリック法におけるマ
ン・ホイットニー検定を施し、有意差があるものを記した。

①性別
　3日目の生産的な雰囲気に、4日目の満足させる雰囲気と生産的な雰囲気に、5日目の満足
させる雰囲気と生産的な雰囲気に、6日目の友好的な雰囲気、受容的な雰囲気、満足させる雰
囲気、生産的な雰囲気、成功する雰囲気に、7日目の友好的な雰囲気、受容的な雰囲気、満足
させる雰囲気、生産的な雰囲気、暖かい雰囲気、支持的な雰囲気、面白い雰囲気、成功する雰
囲気に、8日目の熱烈な雰囲気、生産的な雰囲気に、9日目の受容的な雰囲気、熱烈な雰囲気、
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生産的な雰囲気に、10日目の友好的な雰囲気、受容的な雰囲気、満足させる雰囲気、熱烈な雰
囲気、暖かい雰囲気に、12日目の熱烈な雰囲気に、13日目の支持的な雰囲気に、男子の平均値
が女子の平均値より高く、男女の間に有意差（p<0.05）が認められた。
　また、9日目の受容的な雰囲気、熱烈な雰囲気、生産的な雰囲気に、男子の平均値が女子の
平均値より高く、男女の間に有意差（p<0.01）が認められた。
　ベイカンは男女の特徴を「男子は、『個人に関係し、自己維持、自己主張、自己拡大にある動作』
に特徴とし、女子は、『個人を一成員とする組織に関係し、他者との接触や協力にある共同性』
に特徴がある」（岡本夏木・清水御代明・村井潤一（1995）「発達心理学辞典」ミネルヴァ書房）
と説明している。
　今回のｔ検定における性別においても、ベイカンが述べている男子の特徴である自己拡張が
大きく現れたと思われる。このことが、男子の平均値が女子の平均値を上回る結果なったと考
えられる。

表 1―1：雰囲気構造と性別

**p<0.01　*p<0.05
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②あなたは運動することが好きか嫌い別
　2日目の受容的な雰囲気、暖かい雰囲気、支持的な雰囲気、成功する雰囲気に、3日目の満
足させる雰囲気、生産的な雰囲気、協力的な雰囲気に、4日目の生産的な雰囲気、面白い雰囲気、
成功する雰囲気に、5日目の生産的な雰囲気と面白い雰囲気に、6日目の暖かい雰囲気、面白
い雰囲気に、7日目の受容的な雰囲気、満足させる雰囲気、生産的な雰囲気、支持的な雰囲気、
面白い雰囲気、成功する雰囲気に、8日目の受容的な雰囲気、満足させる雰囲気、生産的な雰
囲気、支持的な雰囲気、面白い雰囲気、成功する雰囲気に、9日目の友好的な雰囲気受容的な
雰囲気、生産的な雰囲気、協力的な雰囲気、支持的な雰囲気、成功する雰囲気に、10日目の受
容的な雰囲気に、11日目の生産的な雰囲気に、12日目の成功する雰囲気に、13日目の生産的な
雰囲気に、運動することが嫌いと答える学生の平均値が運動することが好きと答える学生の平
均値より高く、運動することが好きか嫌いとの間に有意差（p<0.01）が認められた。
　また、13日目の満足させる雰囲気、支持的な雰囲気に、運動することが嫌いと答える学生の
平均値が運動することが好きと答える学生の平均値より高く、運動することが好きか嫌いとの
間に有意差（p<0.05）が認められた。

表 1―2：雰囲気構造と運動することが好きか嫌い別

**p<0.01　*p<0.05　Mann・WhitneyのU検定



－　 －286

木　本　泰　洋

　第 2回と第 7回と第 9回に運動することが好きか嫌いに有意差を多くみられた。第 2回は冬
学期が始まってから初めての実技であった。運動することが好きと答えた学生は、運動に対す
る欲求が高まり、運動することが嫌いと答え学生は、運動に対してあまり欲求が高まらなかっ
たと思われる。
　第 7回と第 9回ともに、サッカーを授業題材した。このことから、運動することが嫌いと答
えた学生は、サッカーを敬遠する傾向がある。

③雰囲気における体育授業が好きか嫌い別
　2日目の受容的な雰囲気、生産的な雰囲気、暖かい雰囲気、成功する雰囲気に、3日目の満
足させる雰囲気、生産的な雰囲気、協力的な雰囲気に、4日目の満足させる雰囲気、生産的な

表 1―3：雰囲気構造と体育授業が好きか嫌い別

**p<0.01　*p<0.05　Mann・WhitneyのU検定
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雰囲気、面白い雰囲気に、5日目の満足させる雰囲気、生産的な雰囲気、暖かい雰囲気、面白
い雰囲気、成功する雰囲気に、6日目の満足させる雰囲気、生産的な雰囲気、暖かい雰囲気、
面白い雰囲気に、7日目の受容的な雰囲気、満足させる雰囲気、生産的な雰囲気、暖かい雰囲気、
支持的な雰囲気、面白い雰囲気、成功する雰囲気に、8日目の満足させる雰囲気、熱烈な雰囲気、
支持的な雰囲気に、9日目の満足させる雰囲気、協力的な雰囲気、成功する雰囲気に、10日目
の受容的な雰囲気、満足させる雰囲気、暖かい雰囲気に、11日目の生産的な雰囲気に、13日目
の生産的な雰囲気に、体育授業が嫌いと答える学生の平均値が、体育授業が好きと答える学生
の平均値より高く、体育授業が好きと体育授業が嫌いとの間に有意差（p<0.01）が認められた。
　また、12日目の成功する雰囲気に、13日目の満足させる雰囲気、支持的な雰囲気に、体育授
業が嫌いと答える学生の平均値が、体育授業が好きと答える学生の平均値より高く、体育授業
が好きと体育授業が嫌いとの間に有意差（p<0.05）が認められた。
　第 2回、第 3回、第 4回、第 5回、第 6回、第 7回に体育授業が好きか嫌いに多くの有意差
が認められた。第 2回を除いた他の回は、屋外でのスポーツを授業展開しているところに共通
点があった。体育が嫌いと答えた学生は、室内競技を好む傾向があると考えられる。

④あなたは種目が好きか嫌い別
　2日目の満足させる雰囲気、熱烈な雰囲気、生産的な雰囲気、暖かい雰囲気、成功する雰囲
気に、3日目の満足させる雰囲気、生産的な雰囲気、協力的な雰囲気に、4日目の満足させる
雰囲気、生産的な雰囲気、面白い雰囲気、成功する雰囲気に、5日目の満足させる雰囲気、生
産的な雰囲気、暖かい雰囲気、面白い雰囲気、成功する雰囲気に、6日目の満足させる雰囲気、
生産的な雰囲気、暖かい雰囲気、面白い雰囲気に、7日目の受容的な雰囲気、満足させる雰囲気、
生産的な雰囲気、暖かい雰囲気、支持的な雰囲気、面白い雰囲気、成功する雰囲気に、9日目
の満足させる雰囲気、熱烈な雰囲気、暖かい雰囲気、協力的な雰囲気、成功する雰囲気に、10
日目の友好的な雰囲気、受容的な雰囲気、満足させる雰囲気、暖かい雰囲気、支持的な雰囲気
に、11日目の生産的な雰囲気に、種目が嫌いと答える学生の平均値が、種目が好きと答える学
生の平均値より高く、種目が好きと種目が嫌いとの間に有意差（p<0.01）が認められた。
　また、10日目の協力的な雰囲気、成功する雰囲気に、11日目の熱烈な雰囲気、支持的な雰囲気、
成功する雰囲気に、12日目の友好的な雰囲気、受容的な雰囲気、熱烈な雰囲気、生産的な雰囲
気、協力的な雰囲気、支持的な雰囲気、面白い雰囲気、成功する雰囲気に、13日目の満足させ
る雰囲気、生産的な雰囲気、支持的な雰囲気に、種目が嫌いと答える学生の平均値が、種目が
好きと答える学生の平均値より高く、種目が好きと種目が嫌いとの間に有意差（p<0.05）が認
められた。
　第 8回を除いた他の回において、種目が好きか嫌いに、有意差が多く見られた。今回の種目
とは、生涯スポーツとして、小学校の体育でしてきた運動そのものとしている。種目が嫌いと
答えた学生には、種目そのものに苦手意識が根底にあると思われる。
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表 1―4：雰囲気構造と種目が好きか嫌い別

**p<0.01　*p<0.05　Mann・WhitneyのU検定
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⑤雰囲気における種目が得意か不得意別
　種目に対して得意と不得意に有意差が認められなかった。

⑥あなたは部活に所属しているかいない別
　10日目の協力的な雰囲気と成功する雰囲気に、11日目の受容的な雰囲気に、部活に所属して
いると答える学生の平均値が、部活に所属していないと答える学生の平均値より高く、部活に
所属していると部活に所属してないとの間に有意差（p<0.01）が認められた。
　また、10日目の暖かい雰囲気に、11日目の満足させる雰囲気に、部活に所属していると答え
る学生の平均値が、部活に所属していないと答える学生の平均値より高く、部活に所属してい
ると部活に所属してないとの間に有意差（p<0.05）が認められた。
　冬学期の授業において、部活に所属していようが、無所属であろうが、あまり関係ないこと
が示唆されたと考えられる。

⑦私生活で運動することがあるかない別
　4日目の友好的な雰囲気に、5日目の熱烈な雰囲気に、7日目の熱烈な雰囲気と協力的な雰
囲気に、8日目の生産的な雰囲気、暖かい雰囲気、協力的な雰囲気に、私生活で運動すること
があると答える学生の平均値が、私生活で運動することがないと答える学生の平均値より高く、
運動することがあると運動することがないとの間に有意差（p<0.05）が認められた。
　冬学期の授業において、私生活で運動している学生と運動をしていない学生に、あまり違い
がないことが示唆された。

表 1―5：雰囲気構造と部活に所属しているかいない別

**p<0.01　*p<0.05　Mann・WhitneyのU検定

表 1―6：雰囲気構造と私生活で運動することがあるかない別

**p<0.01　*p<0.05
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⑧あなたは運動することが得意か不得意別
　11日目の熱烈な雰囲気、生産的な雰囲気、支持的な雰囲気に、13日目の熱烈な雰囲気、支持
的な雰囲気に、あなたは運動することが不得意と答える学生の平均値が、あなたは運動するこ
とが得意と答える学生の平均値より高く、運動することが得意と運動することが不得意との間
に有意差（p<0.01）が認められた。
　8日目の面白い雰囲気に、9日目の友好的な雰囲気、受容的な雰囲気、生産的な雰囲気、支
持的な雰囲気、面白い雰囲気に、11日目の成功する雰囲気、満足させる雰囲気に、13日目の受
容的な雰囲気に、あなたは運動することが不得意と答える学生の平均値が、あなたは運動する
ことが得意と答える学生の平均値より高く、運動することが得意と運動することが不得意の間
に有意差（p<0.05）が認められた。
　運動することが得意と答えた学生と不得意と答えた学生とにあまり有意差をみることができ
なかった。運動することが得意と思っていても、運動することが不得意と思っていても、同じ
雰囲気を持っていると思われる。

⑨あなたは得意な種目があるかないか別
　5日目の満足させる雰囲気、熱烈な雰囲気、暖かい雰囲気、成功する雰囲気に、8日目の成
功する雰囲気に、9日目の友好的な雰囲気、熱烈な雰囲気に、あなたは得意な種目があると答
えた学生の平均値が、あなたは得意な種目がないと答えた学生の平均値高く、得意な種目があ
ると得意な種目がないとの間に有意差（p<0.01）が認められた。
　7日目の満足させる雰囲気、暖かい雰囲気、面白い雰囲気に、8日目の生産的な雰囲気、暖
かい雰囲気、協力的な雰囲気に、13日目の支持的な雰囲気に、あなたは得意な種目があると答
えた学生の平均値が、あなたは得意な種目がないと答えた学生の平均値高く、得意な種目があ
ると得意な種目がないとの間に有意差（p<0.05）が認められた。
　得意な種目があると答えた学生と得意な種目がないと答えた学生に意差をみることができな
かった。得意な種目を持っていてもいなくとも、同じ雰囲気を持っていると思われる。

表 1―7：雰囲気構造と私生活で運動することが得意か不得意別

**p<0.01　*p<0.05　Mann・WhitneyのU検定
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 2 ．授業における学習意欲
（1）学習意欲における考察
　10種の雰囲気において、第 9回目において、平均点が低下していること多かった。このこと
から、第 9回目を中心に学習意欲の推移を見ていくことにした。

①学習意欲尺度の分析
　11項目に対して主因子法による因子分析を行った。固有値の変化は、6.359、1.571、0.719、
0.387・・・というものであり、2因子構造が妥当であると考えられた。そこで、再度 2因子を
仮定して最尤法・Promax回転による因子分析を行った。
　KMOについては、最低でも0.5以上を満たすことが必要とされ、0.7以上が望ましいとされ
ている。また、Bartlett検定は変数間が無相関であるという仮説検定の結果を示し、p<0.05であ
れば仮説は棄却、すなわち、変数間に相関が存在し、因子分析にかける適合性があると判断
する。調査のデータでは、KMOは0.752、Bartlettの球面性検定結果はp<0.001（近似カイ二乗
=322.276、df=55）となるため、因子分析の適用は妥当と判断される。
　Promax回転後の最終的な因子パターンと因子間相関は表 1に示す。回転前の 2因子で10項
目の全分散を説明する割合は79.302％であった。
　第 1因子は、「上手にできる人のまねをする等、色々工夫した。」、「先生の言うことには、素
直に従った。」、「先生の話をしっかり聞いた。」など、学習に対して積極的に参加する内容の項
目が高い負荷量を示していた。このことから、「積極的」因子と命名した。
　第 2因子は、「みんなの前で運動する時は、あがってしまった。」、「競争する場面で、負けた
時のことを心配してしまった。」など、学習に対して自分を客観的に見ている内容の項目が高
い負荷量を示していた。このことから、「客観的」因子を命名した。

表 1―8：雰囲気構造と得意な種目があるかないか別

**p<0.01　*p<0.05　Mann・WhitneyのU検定



－　 －292

木　本　泰　洋

②下位尺度間の関連
　学習意欲尺度の 2つの下位尺度に相当する項目の平均値を算出し、「積極的」下位尺度得点（平
均　4.59　ＳＤ　0.53）、「客観的」下位尺度得点（平均　3.82　ＳＤ　1.43）とした。内的整合
性を検討するために各下位尺度のα係数を算出したところ、「積極的」で、α=0.91、「客観的」で、
α=0.91と十分な値が得られた。2つの下位尺度は互いに有意な正の相関を示した。

（2）学習意欲尺度による学習意欲の推移
　学習意欲尺度において各学習意欲因子別に推移を見てみた。
　「積極的」な学習意欲について見てみると、10回目に少し下がってはいるものの、平均的に
高い値を示している。このことは、毎回の授業に対して高い学習意欲で参加していることを示

表 2　学習意欲の因子分析結果（Promax 回転後の因子パターン）

表 3　学習意欲の下位尺度間相関と平均、ＳＤ、α係数

**p<0.01

図 3　学習意欲の推移
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している。
　「客観的」な学習意欲にについて見てみると、5回目に下降しているもの、右上がりになっ
ている。自分の事だけでなく、周囲に気を配り空気が読めるようになっていることを示してい
る。

（3）学習者属性にみた学習意欲得点の比較
　対応のないｔ検定における有意差があるものを記した。
　冬学期（13回）における「男子・女子」「あなたは運動することが好きですか。」「あなたは
体育授業が好きですか。」「あなたは種目が好きですか。」「私生活で運動することがありますか。」
「あなたは運動することが得意ですか。」「あなたは運動することが得意ですか。」別の対応のな
いｔ検定において有意差があるものを記した。

①性別
　2日目の「積極的」な学習意欲、「客観的」な学習意欲に、3日目の「積極的」な学習意欲、「客
観的」な学習意欲に、4日目の「客観的」な学習意欲に、5日目の「客観的」な学習意欲に、6
日目の「積極的」な学習意欲、「客観的」な学習意欲に、7日目の「客観的」な学習意欲に、8
日目の「積極的」な学習意欲、「客観的」な学習意欲に、9日目の「積極的」な学習意欲、「客観的」
な学習意欲に、10日目の「積極的」な学習意欲、「客観的」な学習意欲に、11日目の「客観的」
な学習意欲に、12日目の「積極的」な学習意欲、「客観的」な学習意欲に、13日目の「積極的」

表 4－1　学習意欲構造と性別

**p<0.01　*p<0.05
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な学習意欲、「客観的」な学習意欲に、14日目の「積極的」な学習意欲、「客観的」な学習意欲
に、男子の平均値が女子の平均値より高く、男女の間に有意差（p<0.01）が認められた。
　また、4日目の「積極的」な学習意欲に、5日目の「積極的」な学習意欲に、11日目の「積極的」
な学習意欲に、男子の平均値が女子の平均値より高く、男女の間に有意差（p<0.05）が認めら
れた。
　2日目から14日目までのすべてにおいて、男子の平均値が女子の平均値を上回り、男女間に
有意差が認められた。このことから、男子の方が女子よりも、学習意欲が高いと言える。

②あなたは運動することが好きか嫌い別
　5日目の「客観的」な学習意欲に、7日目の「客観的」な学習意欲に、8日目の「客観的」
な学習意欲に、10日目の「積極的」な学習意欲に、11日目の「客観的」な学習意欲に、12日目
の「客観的」な学習意欲に、14日目の「客観的」な学習意欲に、運動することが嫌いと答えた
学生の平均値が運動することが好きと答えた学生の平均値より高く、運動することが好きと嫌
いとの間に有意差（p<0.01）が認められた。
　また、5日目の「積極的」な学習意欲に、運動することが嫌いと答えた学生の平均値が運動
することが好きと答えた学生の平均値より高く、運動することが好きと嫌いとの間に有意差
（p<0.05）が認められた。
　「客観的」な学習意欲において、運動することが嫌いと答えた学生の平均値が、運動するこ
とが好きと答えた学生の平均値より高く、多くの有意差が認められた。
　このことから、運動することが嫌いと答えている学生は、主体的に参加しているのではなく、
日和見に参加している傾向がある。

③あなたは体育授業が好きか嫌い別
　10日目の「積極的」な学習意欲に、12日目の「積極的」な学習意欲に、体育授業が嫌いと答
えた学生の平均値が、体育授業が好きと答えた学生の平均値より高く、体育授業が好きと嫌い
との間に有意差（p<0.05）が認められた。
　2日目から14日目において、2回のみに有意差が認められた以外は、他の回では、有意差が
認められなかった。このことから、体育授業が好きと答えた学生と体育授業が嫌いと答えた学

表 4－2　学習意欲構造と運動することが好きか嫌い別

**p<0.01　*p<0.05　Mann・WhitneyのU検定
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生に、あまり差がないと言える。

④あなたは種目が好きか嫌い別
　4日目の「積極的」な学習意欲に、種目が嫌いと答えた学生の平均値が、種目が好きと答え
た学生の平均値より高く、種目が好きと嫌いとの間に有意差（p<0.05）が認められた。
　今回の種目とは、生涯スポーツとして、小学校の体育でしてきた運動そのものとしている。
種目が嫌いと答えた学生には、種目そのものに苦手意識が根底にあると思われる。

⑤種目が得意か不得意別
　種目が得意と答えた学生と種目が不得意と答えた学生との間に、有意差が認められなかった。

⑥部活に所属しているかいない別
　部活に所属していると答えた学生と無所属であると答えた学生との間に、有意差が認められ
なかった。

⑦私生活で運動することがあるかないか別
　2日目の「積極的」な学習意欲、客観性な学習意欲に、3日目の「積極的」な学習意欲、客
観性な学習意欲に、私生活で運動することがあると答えた学生の平均値が私生活で運動する
ことがないと答えた学生の平均値より高く、私生活で運動することがあるとない間に有意差
（p<0.01）が認められた。
　4日目の「積極的」な学習意欲に、7日目の客観性な学習意欲に、8日目の「積極的」な学
習意欲に、9日目の客観性な学習意欲に、10日目の「積極的」な学習意欲に、私生活で運動す
ることがあると答えた学生の平均値が私生活で運動することがないと答えた学生の平均値より
高く、私生活で運動することがあるとない間に有意差（p<0.05）が認められた。
　私生活で運動すると答えた学生と私生活で運動しないと答えた学生との間に、前半では有意
差が認められることが多くあったが、後半では有意差が認められなくなった。このことから、
体育授業を通して私生活で運動すること私生活で運動をしないこととの隔たりをなくしている

表 4－3　学習意欲構造と体育授業が好きか嫌い別

**p<0.01　*p<0.05

表 4－4　学習意欲構造と種目が好きか嫌い別

**p<0.01　*p<0.05
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と言える。

⑧あなたは運動することが得意か不得意か別
　14日目の「客観的」な学習意欲に、運動することが不得意と答えた学生の平均値が運動す
ることが得意と答えた学生の平均値より高く、運動することが得意と不得意の間に有意差
（p<0.01）が認められた。
　また、2日目の「積極的」な雰学習意欲に、運動することが不得意と答えた学生の平均値が
運動することが得意と答えた学生の平均値より高く、運動することが得意と不得意の間に有意
差（p<0.05）が認められた。
　2日目から14日目において、2回のみに有意差が認められた以外は、他の回では、有意差が
認められなかった。このことから、運動することが得意と答えた学生と運動することが不得意
と答えた学生に、あまり差がないと言える。

⑨あなたは得意な種目があるかないか別
　3日目の「積極的」な雰学習意欲に、得意な種目があると答えた学生の平均値が得意な種
目がないと答えた学生の平均値より高く、私生活で運動することがあるとない間に有意差
（p<0.01）が認められた。
　また、9日目の「積極的」な雰学習意欲に、得意な種目があると答えた学生の平均値が得意
な種目がないと答えた学生の平均値より高く、私生活で運動することがあるとない間に有意差
（p<0.05）が認められた。
　2日目から14日目において、2回のみに有意差が認められた以外は、他の回では、有意差が
認められなかった。このことから、得意な種目があると答えた学生と得意な種目がないと答え
た学生に、あまり差がないと言える。

表 4－5　学習意欲構造と私生活で運動することがあるかないか別

**p<0.01　*p<0.05

表 4－6　学習意欲構造と運動することが得意か不得意別

**p<0.01　*p<0.05
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 3 ．授業雰囲気と学習意欲の関係についての検討
　本研究では、授業における雰囲気が、学習者の学習意欲にどの様に、影響を与えているのか
を知るために、授業の雰囲気の因子を独立変数とし、学習意欲の因子を従属変数とした重回帰
分析を施した。また、重回帰分析において有意差があるものを記した。

（1）3日目における授業雰囲気と学習意欲との関係
　3日目において、授業雰囲気における成功する雰囲気が学習意欲における「積極的」な学習
意欲に影響を与えている（**p<0.01）ことが認められた。3日目は、授業の前半にドッジボー
ルを行い、後半にバレーボールを行った。できるという雰囲気の元では、学習意欲が高まるこ
とが示唆された。
　ドッジボールは投げる、取る、逃げると単調な動きが特徴であるが、その反面、個人的な体
力的な面に大きく左右されることも特徴である。一方、バレーボールでは、チームの連携プレー
に勝機の鍵がある。
　このことから、ドッジボールでは、チーム編成により勝敗が見えやすいがバレーボールでは、
チーム編成だけでは、勝敗が見えにくい。このことができる（成功する）という雰囲気が、学
習意欲を積極的なものにしたと思われる。

（2）4日目における授業雰囲気と学習意欲との関係
　4日目において、授業雰囲気における熱烈な雰囲気が学習意欲における「積極的」な学習意
欲に影響を与えている（*p<0.05）ことが認められた。参加者全員で何か目的を達成しようと
する授業雰囲気では、学生同士の目的を達成しようとする意識が高まりやすい。このことが、
　授業雰囲気を熱烈なものとし、「積極的」な学習意欲に影響を与えたものと考えられる。

表 4－7　学習意欲構造と得意な種目があるかないか別

**p<0.01　*p<0.05

表 5－1　授業雰囲気と学習意欲との関係

**p<0.01
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　授業雰囲気における支持的な雰囲気が学習意欲における「積極的」な学習意欲に影響を与え
ている（*p<0.05）ことが認められた。
　学生同士が支援し合う雰囲気の元では、各々の学生の学習意欲を積極的なものにする傾向が
あることを示していると考えられる。
　授業雰囲気における成功する雰囲気が学習意欲における「積極的」な学習意欲に影響を与え
ている（*p<0.01）ことが認められた。
　対戦相手に勝てそうな時や、目標に達成できそうな時の雰囲気では、学習意欲を掻き立てる
傾向があると思われる。
　4日目は、追いかけ遊びを行った。小学校時代にもっとも遊んだ競技の一つであるが、ただ
単に小学校時代と同じ事をするのではなく、最小限で良い結果がでるようにするにはどうすれ
ばいいのかを学生に問いかけ考えさせた。ドロケンでは、追いかける方は、後ろから単に追い
かけるのではなく、仲間とコミュニケーションをとることにより、より確実に逃げている者を
捕まえやすくなる。このことを実践した結果であると思われる。

（3）5日目における授業雰囲気と学習意欲との関係
　5日目において、授業雰囲気における熱烈な雰囲気が学習意欲における「積極的」な学習意
欲に影響を与えている（*p<0.05）ことが認められた。タッチラグビーを始めて体験する学生
が大半であった。初めて体験する事からみんなで試しに挑戦してみようとする雰囲気となり、
「積極的な」学習意欲に影響を及ぼしたと考えられる。
　授業雰囲気における支持的な雰囲気が学習意欲における「積極的」な学習意欲に影響を与え
ている（*p<0.05）ことが認められた。
　タッチラグビーを体験することが初めてなことから、学習者同士が教え合う事が多々見受け
られた。このことが、支援的な雰囲気として、「積極的な」学習意欲に影響を及ぼしたと考え
られる。
　授業雰囲気における成功する雰囲気が学習意欲における「積極的」な学習意欲に影響を与え
ている（*p<0.05）ことが認められた。
　分からなかったことが、次第に理解できるようになったことから、やればできるという雰囲

表 5－2　授業雰囲気と学習意欲との関係

**p<0.01　*p<0.05
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気となり、「積極的な」学習意欲に影響を及ぼしたと考えられる。
　5日目は、タッチラグビーを題材に授業展開をした。高校までにあまり体験のしたことのな
い競技であったことから、学生に戸惑いがあった。その中で、理解し始めた学生が、戸惑って
いる学生には、あれこれと教え合ったりしていた。

（4）6日目における授業雰囲気と学習意欲との関係
　6日目において、授業雰囲気における成功する雰囲気が学習意欲における「積極的」な学習
意欲に影響を与えている（**p<0.05）ことが認められた。6日目は、タッチラグビーを 5日目
に続いて 2回目であった。2回目ということからタッチラグビーがどのようなスポーツかを学
生が理解し始めた。自分の思うようにゲーム展開ができるようになり、このことができる（成
功する）という雰囲気が、学習意欲を積極的なものにしたと思われる。

（５）7日目における授業雰囲気と学習意欲との関係
　7日目において、授業雰囲気における友好的な雰囲気が学習意欲における「積極的」な学習
意欲に影響を与えている（*p<0.01）ことが認められた。
　サッカーを勝敗に関係なくプレーすることを楽しみ、チームワークを大切にしていた。この
ため、友好的な雰囲気が「積極的な」学習意欲に影響を及ぼしたと考えられる。

表 5－3　授業雰囲気と学習意欲との関係

*p<0.05

表 5－4　授業雰囲気と学習意欲との関係

*p<0.05
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授業雰囲気における熱烈な雰囲気が学習意欲における「積極的」な学習意欲に影響を与えてい
る（*p<0.01）ことが認められた。
　冬学期になっての初めてのサッカーを教材に授業をおこなった。学生はサッカーを待ちに
待ってようで、この気持ちが熱烈な雰囲気となり「積極的な」学習意欲に影響を及ぼしたと考
えられる。
　授業雰囲気における暖かい雰囲気が学習意欲における「積極的」な学習意欲に影響を与えて
いる（*p<0.05）ことが認められた。
　対戦相手に勝ちたいという雰囲気よりもサッカーを楽しみたいという暖かい雰囲気となり、
「積極的な」学習意欲に影響を及ぼしたと考えられる。
　授業雰囲気における面白い雰囲気が学習意欲における「積極的」な学習意欲に影響を与えて
いる（*p<0.05）ことが認められた。
　サッカーをプレーすることが面白いという雰囲気が「積極的な」学習意欲に影響を及ぼした
と考えられる。
　7日目は、サッカーを教材にして授業展開を行った。人気の高いスポーツであることから、
今回のこのような結果が導き出されたと考えられる。

（6）9日目における授業雰囲気と学習意欲との関係
　9日目において、授業雰囲気における成功する雰囲気が学習意欲における「積極的」な学習
意欲に影響を与えている（*p<0.01）ことが認められた。9日目は、冬学期 2回目のサッカーを
教材にして授業展開を行った。サッカーの 1回目の時より、雰囲気が学習意欲に影響を与える
ことは無かったものの、成功する雰囲気が学習意欲における積極性の学習意欲に影響を与えて
いた。
　何かしらうまくという雰囲気の元では、学習意欲が積極になることに影響を与えていること
がわかる。この日に限っては、他の雰囲気が学習意欲に影響を与えることが少なかった。

表 5－5　授業雰囲気と学習意欲との関係

**p<0.01　*p<0.05
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（7）11日目における授業雰囲気と学習意欲との関係
　11日目において、授業雰囲気における友好的な雰囲気が学習意欲における「積極的」な学習
意欲に影響を与えている（*p<0.01）ことが認められた。
　チーム内の団結力が高まっていた。このことが、友好的な雰囲気が、「積極的な」学習意欲
に影響を及ぼしたと考えられる。
　授業雰囲気における熱烈な雰囲気が学習意欲における「積極的」な学習意欲に影響を与えて
いる（*p<0.05）ことが認められた。
　二度目のバレーボールとバスケットボールの同時並行の授業内容であった。前回のバレー
ボールとバスケットボールの同時並行の授業を学生は気に入り、授業に参加していた。
　学生の要求をある程度満たしたことから熱烈な雰囲気となり、「積極的な」学習意欲に影響
を及ぼしたと考えられる。
　授業雰囲気における生産的な雰囲気が学習意欲における「積極的」な学習意欲に影響を与え
ている（*p<0.01）ことが認められた。
　どのチームでも対戦相手に勝つためには、どうすれば良いかを工夫していた。このため、自
分のチームに有利に展開しようとする生産的な雰囲気が「積極的な」学習意欲に影響を及ぼし
たと考えられる。

表 5－6　授業雰囲気と学習意欲との関係

**p<0.01

表 5－7　授業雰囲気と学習意欲との関係

**p<0.01　*p<0.05
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　授業雰囲気における面白い雰囲気が学習意欲における「積極的」な学習意欲に影響を与えて
いる（*p<0.01）ことが認められた。
　バレーボールとバスケットボールの同時並行の授業を学生は気に入り、バレーボールやバス
ケットボールを楽しんでいたことから、面白い雰囲気が積極的な」学習意欲に影響を及ぼした
と考えられる。
　11日目は、バレーボールとバスケットボールを教材に授業展開をした。バレーボールとバス
ケットボールを同時に展開した授業は 2回目だった。バレーボールとバスケットボールを授業
展開するとほぼ全員が協力的に授業の準備からチーム編成を行っていた。

（８）12日目における授業雰囲気と学習意欲との関係
　12日目において、授業雰囲気における成功する雰囲気が学習意欲における「積極的」な学習
意欲に影響を与えている（*p<0.01）ことが認められた。12日目は、前回に引き続いて、バレー
ボールとバスケットボールを同時に展開した授業は 3回目だった。
　サッカーの時と同様に 2度目になる成功する雰囲気が「積極的」な学習意欲に影響を与えて
いることから、2度目になるとある程度の自信がつき、やればできるという雰囲気が学習意欲
を高める傾向がある。

Ⅳ．考察
　本研究の目的は、①体育授業の現状を集団雰囲気と学習意欲の観点から明にすること、②生
涯に渡りスポーツを行うようにするための指標を探るとした。

 1 ．雰囲気
　集団雰囲気（GA）尺度の平均点における推移をみると、2日目から14日目に全体的に右上
がりになっている。授業を通して学習するにあたって、良い雰囲気になっていったと言える。
　学習者属性にみた雰囲気得点の比較をみると、性別において冬学期の前半に、生産的な雰囲
気が、ほぼ毎回の授業に有意差が認められたものの、後半では、有意差が認められなかった。
冬学期の前半は、同じ教材内容であったが男女別に分けて展開したが、後半では、男女混合で

表 5－8　授業雰囲気と学習意欲との関係

**p<0.01



－　 －303

最終教育機関としての大学の体育が生涯スポーツに及ぼす影響

授業展開した。授業展開の仕方が主な原因であると思われる。
　また、男子の平均値が女子の平均値より高くなったのは、男性の特徴である拡大性と女性の
特徴である保守性が顕著になって現れた結果である。
　運動することが好きか嫌いをみると、受容的な雰囲気、暖かい雰囲気、生産的な雰囲気に有
意差が多く認められた。集団競技になると、一人の失敗がゲームの敗因になるケースが多々見
受けられる。冬学期の授業を通して学生同士の批判をみることがなかった事から運動すること
嫌いと答えた学生の思い込みによる結果ではないかと思われる。つまり、自分の失敗が他人か
ら非難されているという思い込みによるものと考えられる。
　また、運動することが嫌いと自覚していることから、向上心につながりにくく、生産的な雰
囲気において、このような結果になったと思われる。
　有意差が認められた雰囲気の数が学期を通して減少していることから、授業を通して運動嫌
いが減少する傾向にあると言える。
　体育授業が好きと嫌いをみると、満足させる雰囲気が冬学期の前半に有意差を認められた。
後半では、有意差が認められなくなった。後半で、男女混合にして授業展開したことがこの結
果になった一因ではないかと思われる。
　また、後半に運動することが好きから嫌いと同様に因子別による有意差が認められた数が減
少しているものの、生産的な雰囲気か成功する雰囲気において有意差が認められた。体育授業
が嫌いと認識していることから、前向きに授業に参加できていないことなる。
　種目が好きか嫌いをみると、満足させる雰囲気がほぼ毎回の授業において有意差が認められ
た。授業そのもの自体に否定的に捉えていることが一因していると思われる。また、種目が好
きか嫌いの因子別における有意差が認められた数をみると、一定の数が多少の増減しているこ
とにも今後着目すべき点である。
　種目が得意か不得意かについては、冬学期を通して有意差が認められなかった。
　部活に所属しているか無所属かについても、あまり、有意差が認められなかったことから、
今回の授業において部活をしている事が、雰囲気にあまり影響を与えない傾向があると言える。
　私生活で運動しているかしていないかをみると、有意差が認められた雰囲気は、熱烈な雰囲
気と生産的な雰囲気が少しあるが、今回の授業において私生活で運動しているかいなかが、雰
囲気にあまり影響を与えない傾向があると言える。
　運動することが得意か不得意かについてみてみると、学期の後半に有意差が多く認められた。
授業形態を男女混合にしたことが一因していると思われる。

 2 ．学習意欲
　学習意欲尺度の平均点における推移をみると、2日目から14日目に全体的に横ばいなってい
る。積極性因子の得点を見ると4.4前後と高い値を保持していることから、高い学習意欲があっ
たと言える。客観性因子得点をみると、学期の前半は起伏のある状態があるものの、後半にな
ると右上がりになっている。このことから学習意欲が授業回数を重ねる度に向上していること
がみてとれる。
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　学習者属性にみた学習意欲得点の比較をみると、性別において、冬学期を通してほぼ毎回に、
積極性な学習意欲と客観性な学習意欲に有意差が認められた。男性、女性の特性が顕著になっ
て現れた結果だと思われる。
　運動することが好きか嫌いについてみてみると、ほぼ毎回に渡り客観性因子に有意差が認め
られた。運動が嫌いと答えた学生は、率先して授業に参加しているのではなく、周囲の状況に
応じて行動している傾向がある。
　体育授業が好きか嫌いについてみてみると、積極性の学習意欲に有意差が 2度認められた。
この 2度も体育授業が嫌いと答えた学生の平均値が、体育授業が好きと答えた学生の平均値よ
り高かった。授業自体が嫌いと思っていても、自分にあった授業内容ならば、学習意欲が向上
する傾向があると思われる。
　種目が好きか嫌いについてみてみると、4日目において積極性な学習意欲に一度有意差が認
められたのみで、後は認められなかったことから、今回の授業において種目が好きか嫌いに、
学習意欲はあまり影響を与えない傾向があると言える。
　私生活で運動しているかしていないかについてみると、学期を通して、前半に積極性な学習
意欲に有意差が認められることが多くあった。常日頃から運動に慣れ親しんでいることが、学
習意欲に影響を与えていると考えられる。
　運動することが得意か不得意についてみてみると、あまり有意差が認められなかったことか
ら、今回の授業において運動することが得意か不得意は、学習意欲にあまり影響を与えない傾
向があると言える。
　得意種目があるかないかについてみていると、あまり有意差が認められなかったことから、
今回の授業において得意種目があるかないかは、学習意欲にあまり影響を与えない傾向がある
と言える。

 3 ．雰囲気と学習意欲との関係
　授業の雰囲気が学習意欲に与えている影響があるものについてみてみると、成功する雰囲気
が積極性の学習意欲に影響を与えていることが、冬学期を通して多々認められた。
　このことから、できる（勝てる）という雰囲気のもとでは、学習意欲に積極性を増す傾向に
あると言える。
　また、熱烈な雰囲気においても、成功する雰囲気までとはいかないものの、学習意欲におけ
る積極性に影響を与えていることも判明した。
　このことから、学生が授業に熱中できる環境を整えることが、学習意欲向上に繋がることが
示唆された。
　集団雰囲気（GA）尺度の平均値が右上がりなると同時に学習意欲の平均値も右上がりなっ
ていたことから、授業雰囲気が学生にとって良いものとなりながら、学習意欲に良い影響を与
え学習意欲も向上した状態で授業を終えることができた。
　この状態を維持することができれば、最終教育機関から生涯スポーツに繋げていく一助なる
ものと考えられる。
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まとめ
　授業雰囲気の構造変化の検討から、運動に対して肯定的に捉えている学生と運動に対して否
定的に捉えている学生、また、男子学生と女子学生であることに違いが無くなる傾向にあるこ
とがわかった。
　授業を通して、運動が好きであろうが、嫌いであろうが同じ雰囲気を感じるようになると考
えられる。また、男子学生と女子学生も同じく授業を通して、同じ雰囲気を感じるようになる
と考えられる。
　因子得点が右上がり傾向になっていることから学生にとって、学習する上で適した環境に
なった。
　学習意欲の構造変化の検討から、男子学生と女子学生に有意差があり、平均値において男子
学生が女子学生より高かったことから、今回の授業では、男子学生の方が女子学生より学習意
欲が高いと言える。
　また、運動に対して好きと答えている学生と運動に対して嫌いと答えている学生との間に有
意差がなくなる傾向があることから、運動が好きであろうが、嫌いであろうが授業を通して、
同じような学習意欲になると考えられる。
　因子得点では、横ばいであったものの僅かに右上がり傾向にある。出発点の段階で高い学習
意欲を示していたことから、急激な右上がりにならなかった。しかし、僅かながらでも右上が
りになったことから、学習意欲が向上したと言える。
　授業雰囲気と学習意欲との関係では、授業雰囲気が学生にとって良いものであれば、学習意
欲に良い影響を与えること傾向があることが見受けられた。体育において直接的な技術的指導
は必要であることは言うまでもなく、間接的指導として学生の学習環境にも目を向けていく必
要であることが示された。
　なお、雰囲気調査に用いたGA尺度は、企業用に用いられたものであり、学習意欲調査に用
いたものは、小学校、中学校、高等学校用に用いられたものを本研究に使用した。
　今回は、ある一定の結果を導き出すことができたものの、雰囲気調査に用いたGA尺度の言
葉を、調査目的の意味合いを失わない程度に授業用に言葉を変え、さらに学生が理解しやすい
言葉を使って実施することが必要である。
　学習意欲測定は、学習意欲の変化を見ることを目的としつつ、アンケートを記載するための
労力をおさえた測定項目を研究していく必要がある。
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